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予算委員会ではどんな議論がされたのか?
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今定例会では、条例制定3件、一部改正28件、廃止 1件の合計32件が提出され、すべて原案

通り可決されました。主な条例改正は次のとおりです。

• 
[概要]平成27年4月1日より、「住民税務課」を「住

民課」と「税務課」に分けるとともに町長部局の 3つ

の主監を「総務主監」として一本化する O

固 住民福祉部門は現在でも 4つの課が4か所

に分かれている。住民福祉主監がなくなると、

今まで以上に連携が取りにくくなるのではない

か。

固 課同士の情報共有はできています。基本的

には各課を中心に事務等を進めていくことにな

り、各課長にしっかりとやってもらい、総務主

監が舵を取っていきます。

• 
EE閉司開園E霊童歪ヨ国E

4月から住民課と税務課に

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
E彊EE事副f~而開盲目凋

自動販売機が苦置されたレストハウス (4月)

[概要]消費税率の引上げなどに対応するため、また、

利用実態に合わせるため、ドラゴンハットや体育館、

プールなどの使用料の一部を改正する O

固 売居食堂(レストハウス)の営業が3月で

終了すると聞いているが、今後の対応について。

固 あえんぼグループが高齢化などの理由によ

り業務が受託できなくなった。今後は、自動販

売機を設置して対応する O

6そのほかに、公民館、妹背の里、勤労福祉会館などの

施設についても同様に使用料の一部が改正されました。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
[概要]第6期介護保険事業計画期間中における第1

号被保険者の負担する介護保険料を現行第5期の基

準額 3，920円から 5，600円に改定する O

固 現行の3.920円は県下で一番低かったが、次

期の5.600円はどの位置にあるのか。

自 県下の平均は5，492円。一番高いのは6，100円台、

一番低いのは4，900円台。

固 本年4月1日施行だが、周知期聞がないのに

どのように周知するのか。

固 広報やリーフレッ ト等で周知するとともに各自

治会・老人会などを通じて説明する O

EE盟軍亘層圏直困堕ヨ回目

介護予防のための体操をする高齢者
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岡田昌国国園開司| 総務産業建設常任委員会

町有地(小口)

。 不動産鑑定は2者でするのか。

e町と事業者でそれぞれ鑑定します。

。 竜王インター周辺での開発になるが交

通量への影響は。

e開発申請が出されれば、公安委員会と

も協議します。

検針員の用具(左がハンテ、ィターミナル)

.受託者と聞き取り・調整等を随時行い、定

例会議等で課題、目標をクリア出来るよう

改善しています。

.検針業務はハンデ‘ィターミナルの使用によ

り、きめ細かい対応が可能になり好評です。

。 検針員は何名いるのか。

@) 20名から8名lこなりました。

軍霊童霊重量轟轟望

A !lゆヨおヨ

。 当初予算に対して未執行や執行残額のあったもの

等について、減額補正されるがその基準はあるのか。

e基準はありませんが、明らかに執行を終えたものや

不用となったものについては減額補正しました。

。 橋梁点検調査業務について、橋梁長寿命化修繕実施

設計委託料からの予算が組み替えられた理由は?

e橋梁点検を81橋予定していましたが、2m以上のポ、

ツクス力ルパートも点検対象になり、 117橋の点検

が必要になったため、組み替えをしたものです。
~;語道彦副，....

。 環境保全型農業支援事業補助金が減額されているが。 高橋(須悪)

e取り組み面積は増えていますが、単価の低いものを取り組んだので執行残が生じたものです。

‘副， 11会ti:.よ~ No.171 



.現状の私立保育園 2圏、公立幼稚園 2園体制で当分の間対

応します0

・現在、他市町より低い保育料・預かり保育料はそのまま堅

持し負担軽減を図ります。

。 平成27年度は待機児童が生じたのか。

教育民生常任委員会

eひまわり・コスモス両保育園の定員枠を32人拡げてもら

ったが、保育士の確保が厳しく不承諾が18人出ました。

こどもひろば「すくすくJ

-本計画は、老人福祉法に基づく市町村老人計画と、介護保険法に基づく市町村介護保険事業計画です。

平成24年に策定された「いきいき竜王長寿プラン~竜王町高齢者保健福祉計画2012改訂版Jが完了

年度を迎えたため、見直しを行い、2015改訂版が平成27年2月に定められました。

.3月30日オープン

.県下で46番目、竜王町では初めての

小規模多機能型居宅介護事業所

・小規模多機能型居宅介護とは、いつま

でも住み慣れた自宅で、住み慣れた地

域の中で、最期まで暮らし続けたいと

いう願いに応えるための介護サービ

スです。この事業所は利用登録人数が

25人までで、通い(デイサービス)、訪

問(ホームヘルプサービス)、泊まり

(ショートステイ)の 3種類のサービ

スを組み合わせて利用者の生活を支

援するものです。

小規模多機能「山かがみJ

事業者:社会福祉法人雪野会

住所:鏡 587-2 (1日鏡分教場跡地)

.第1号被保険者数の増加などを踏まえて保険給付の伸びを予測したものの介護認定者数は横ばいと

なったことや、居宅介護サービ、スの給付が伸び、芯かった等見込みとの差が出たため減額するものです。

自ゆヨおヨ ..  

No.171 111会だよD‘観F



|国国自国国園開司|
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地域活性化特別委員会

.総社市は、岡山市・倉敷市に隣接し、

内陸型工業都市として発展してきた。

自動車関連工場が主力であったが、自

動車関連以外にも業種の幅を広げるこ

とで、地域経済を安定させる必要があっ

たため、豊富な伏流水や西日本全体を

力パーできる拠点の優位性など総社市

の持つ「地の利Jを生かせる食品製造

業や流通業などの誘致に取り組まれた。

。 平成26年12月末までに側雪固まいたけからの ~ 2月 20日に面談し、具体的な回答を
具体的な計画も示されず、今なお同じ状態か。 強く要請しました。

滋賀竜王工業団地の初の土地売買予約契約者が

3号区画に決定し、契約を3月23日に予定している。

滋賀県土地開発公社との調印(3月23日)の内容

・東証 1部上場の電機メーカー(東洋電機製造(槻)

新幹線や在来線、地下鉄等向けの主制御装置や

モーター、パンタグラフ等の開発設計製造業

.敷地面積 34，400m(3号区画)
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東洋電機製造(株)のHP

議会基本条例雄進特別委員会

1/9・1/14・1/30・2/8・3/15・3/21

実施要項を作成し、子ども議員の選出依頼等をする

とともに、その後、愛荘町子ども議会を傍聴研修し準備

を進めていきました。

2月8日には子ども議員に町長より任命証書が授与

され、議員との事前学習会を実施しました。

3月15日には本会議場で執行部答弁は除き、本番さ

芯がらのリハーサルを行い3月21日を迎えました。

ft!'Jゅヨおヨ
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子どもたちから竜王町への提言!

3月21目、役場議会議場で開催、小学生6人、中学生6人が登壇し、

まちづくりへの提言を堂々と発表!

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・----------------------------------------
※学校名と学年は3月現在です

自然と歴史を大切にしたまちづくり

田 町では、大きな開発
が進み、便利で住み

やすくなりましたが、開発
することと自然や文化を守
ることが同じように進んで
ほしいと思います。 20年後
の竜王町の、考えや見通し
を教えてください。

竜王小6年生

みゆ Z空事 開発するところ、残
藤田実優議員 Eヨ

‘ー， すところなどを決め
て、計画的に整備を行って

います。 20年後はインターチェンジ、役場や集
落の周辺に住宅地や施設を整備する計画です。

近隣駅までの安全確保を

田 野洲駅まで通うパス
に朝の便がなく、篠

原駅までの道は、夜間暗く
て危なし1と聞いています。
今、この駅を利用している
高校生や未来の僕達に大き
くかかわってくる問題だと
思います。近隣駅までのパ
ス便や安全確保についてど
う対応されるか伺います。員

生

議

年
た
太

「
L
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n
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日
十
期

竜
札
橋

さ佐

Z司 公共交通のあり方と駅までの交通対策・
‘苗 防犯対策について関係する市や機関と協
議し、検討します。

----------------------------------------・----------------------------------------竜王町のスポーツ振興について

田 スポーツ少年団にあ
るバレーボールや柔

道、剣道、また野球など部
活にない種目もあります。
「生涯スポーツJが大切だ

と言われていますが、小学
校か5"9"っと続It5れるス
ポーツの環境作りについて
伺います。竜王中2年生

こかぷ ゆめ

古株結女議員 Z司 地域全体で子どもた
‘ー， ちのスポーツ活動を

支えていくため、ますは指導者を確保し、継続
して指導のできる種目から取り組みを進めてい
きたいと考えています。

竜王町西部地域の開発計画は

固 アウトレツトパーク
や総合運動公園に併

せて映画館などの文化施設
の誘致やコンサー卜などの
文化的活動などを積極的に
進めてほしいと思います。
今後の竜王町西部地域の開

発計画について伺います。
竜王中2年生

日詰九議員 四 当町にとっては、交
‘ー， 通の要所であること

が最大のメリッ卜です、この立地を活かして、
訪れる人、暮らす人の交流が生まれる開発にな

るよう進めます。

----------------------------------------r・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

通学路の安全について

回 通学路には、歩道が
ない、街灯が暗いな

ど安全が確保されていなし1
ところがあります。また、
田んぼの中の農道を通って
いる人は大雨や雷のときに
危険です。緊急避難できる
小屋などをつくってほしい
です。町の考え方や方向性

竜王小6年生 をお聞かせください。
のだ しゆっせい

野田秋星議 員 -
Eヨ 県や警察、地域の方
‘ー'と協力しながら通学

路の安全確保を進めます。通学路の点検を行
い、街灯設置の検討をしますが、歩道と緊急避
難所は難しし1状況です。

竜王町の特産晶について

回 最近、滋賀県で開発さ
れた「みすかがみJは

お米の最高ランクに認定さ
れ、時々報道もされていま
す。アウトレッ卜や道の駅、
アグリパークなどでの販売
やイベン卜でのアピールが
できれば、利益につながる

竜王西小6年生 と思いますが。
はやかわ かずを

早川和希議員 m rみすかがみJは県

‘副 知事を筆頭に竜王町
も含めた市町が県内外に販売促進活動を行ってい
ます。 27年度は栽培面積を県全体で2倍に増や
し、ブランド確立を目指します。

._------------------------------------------------~----------------------------------------

自ゆヨおヨ 1ft 
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町制60周年記怠子ども議会
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全国的に問題になっている
少子高齢化の対策は

田 西小の児童数は昭和
63年は418名でした

が、今は276名です。少子
高齢化が進めば医療業界で
の人手不足、介護の負担増
など深刻なダメージとなり
ます。少子化と高齢化の 2
つの対策を同時に進めてい

間男王号明年生 かなければな5ないと考え
村地穂乃果議員 ますが。町の対策は?

~ 高齢化対策と少子化対策の両面から様々な
‘邑 取り組みをしていますが、少子高齢化のス
ピードがゆるやかになり健康で活力のあるまちと
なるため、引き続き努力します。

竜王町の交通網の整備について

目 今後、鉄道の計画があ
りますか。パス交通に

ついては、近江八幡市では、
あかこんパスが市内を循環し
ていますが竜王町でも走5せ
てほしし1です。また、料金を
下げて多くの人が利用できる
ようにしてほしし1です。町の

竜王中2年生 考えは?
苦の もえ

員野萌議員 -Z苅 現時点では、竜王町
‘副 を通過する鉄道整備

の構想、はありません。また、今あるパスを多く
利用していただくことで、パス路線が存続でき、
増便や運賃が安くなることにもつながります。

----------------------------------------・----------------------------------------中学校クラウンドおよび
テニスコートの改修計画は

回 グラウンドは水はけや
土の状態が運動に適し

てお5す、輝竜祭体育の部
もドラゴンハットで開催し
ています。テニスコートも
同様に状態が悪く、コート
整備に時間を取5れ十分に
練習ができません。また、
大会はほとんどがオム二コー
トです。改修の実現は?員

生

議

年
ほ
穂

田
口
約

竜
初
旬
津

尚
古

Z竺司 できるだけ早い時期に改修したいと考えて
‘ー'います。固などの補助金の活用を視野に入
れて、検討を進めていきます。

歩道の設置について

田 町では道路は毎年の
ように修理されてい

ますが、歩道は新しく作5
れたり修理されたりしてい
ないように思います。
安全に安心して通ること

ができるため、歩道の設置
についての対策を伺います。

竜王小6年生

単語美議員 四 限5れた予算の中で、
‘ー すべての道路に歩道

を設置することはできませんが、現在、新しし1道
路をつくるときは歩道も一緒に設置しています。

----------------------------------------r・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

竜王町の産業振興について

田 竜王町を支える産業や
企業、職場の状況につ

いて、①岡屋の工業団地の進
捗状況および誘致する企業の
状況は②今後の農業のあり
方、農業経営の方向性は③商
業施設等の誘致計画の有無は

竜王中2年生 Z竺司 ①町も県、県土地開発

崎猷頼 回 公社と一緒になり工業
団地を PRし、現在、 7区画

中一つの区画への企業の立地が決まりました。 ②若
し1方々の農業への参入と栽培作物の種類を春夏秋
冬と時期も含めて広げることが重要です。 ③現時
点では、新たな商業施設の誘致予定はありませ
ん。

a船田ゅヨおヨ
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西小学校の体育館の修復を

田 西小体育館は、床や壁
の木の板がひどくはが

れていたり、天井が雨漏り
したりするなどの問題が発
生しています。体育館は授
業をしたり遊んだりするた
めの重要な場所です。また、
災害時には避難所にもなり
ます。早急に修復に取り組む
必要があると思いますが。

竜王西小6年生
あおき りょうや

青木亮矢議員

Z司 昨年に部分的には補修していますが、引き
‘a続き対応していきます。昭和62年完成か5
28年が経過し、今後は全体的な改修工事も必要に
なりますが、その場合は約1億円の費用が必要で
あると考えております。



小森重剛

古株克彦

貴多正幸

松浦博

山田義明

内山英作

町内の住宅整備の取り組み状況について

竜王農業の強化施策について

第五次総合計画の進捗状況について

災害予防計画の訓練・避難場所について

町イベン卜事業に対する補助交付金のあり方について

青年団の組織・事業の支援と青年団事務所の更新について

特養「万葉の里J前の交差点、をラウンドアバウ卜に

(仮称)集落自治会地域活性化事業について

地域おこし協力隊の募集状況と今後の対応について

竜王町地域福祉計画の進捗状況について
竜王町独自の外出移動支援策について

青少年の健全育成について

図書館の利用状況について

町道認定の見Eしについて

[
一[
一1
1
1
4
7
L

14 

竹山兵司
2. 15 

菱田三男

園町闘の
隼宅整慣の取り組惨状況J協

園 調査経費を計上

田

町
長
は
、
「
住
宅
整

備
、
こ
れ
が
や
は
り
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
一
番

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
山
之
上
地

先
の
集
合
団
地
を
具
体
化

し
て
い
き
た
い
。
」
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の

山
之
上
地
先
で
の
集
合
団

地
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

目ゆヨおヨ tiM 
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固

山
之
上
地
先
と
し
て
、

町
の
「
都
市
再
生
整
備
計

画
」
お
よ
び
「
社
会
資
本
総

合
整
備
計
画
」
の
計
画
変
更

協
議
を
固
と
行
い
、
国
交
付

金
対
象
事
業
と
し
て
決
定
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
、
平
成

2
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

住
宅
地
整
備
に
必
要
な
道
路

整
備
に
向
け
た
調
査
経
費
を

計
上
し
て
い
る
。

町内企業の若者との懇談会でも住宅の要望の声が・・

F ・‘咽.

j 
土地利用計画図



固竃軍農業倒劇協第脇

営農関係者の声を聞き

県・国へ鋭意働きかけていく
園

固

採
算
べ

l
ス
に
合

わ
な
い
昨
今
の
農
業
事
情

で
あ
る
が
、
竜
王
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
、

ど
の
様
に
持
続
可
能
な
農

業
に
方
自
J

け
し
よ
う
と

さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、

6
次
産
業
化
に

よ
っ
て
、
竜
王
町
の
農
産

品
に
「
メ
イ
ド
イ
ン
竜
王
」

と
し
て
の
付
加
価
値
を
つ

け
、
町
と
し
て
ど
の
様
に

活
性
化
し
、
確
立
し
て
行

こ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
。

国

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
つ
い
て
は
、
第
五
次
竜
王

町
総
合
計
画
の
基
本
計
画
に

あ
る
、

①
農
業
者
の
確
保
・
育
成

②
組
織
的
農
業
へ
の
支
援

③
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

④
生
産
物
の
販
路
拡
大

⑤
農
村
環
境
の
整
備

の
5
つ
を
柱
に
、
持
続
可
能

な
農
業
へ
と
方
向
付
け
て
い

ノ丸、
。農

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

つ
い
て
は
、

①
竜
王
産
米
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
販
売
促
進

②
米
を
使
用
し
た
加
工
品
の

商
品
化

③
生
産
性
の
向
上
と
、
米
以

外
で
の
生
産
高
が
狙
え
る

品
種
栽
培
の
推
奨

以
上
に
よ
り
活
性
化
を
図
る
。

第j
z 
仮面j
切記

事態

耳
圃

避の
~l 

固

園

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

厳
し
く
評
価
す
る

水田野菜(キャベツ)の収穫薬師地先

固

第
五
次
竜
王
町
総

合
計
画
の
基
本
計
画
の
前

期
5
カ
年
が
、
平
成
汐
年

度
で
終
了
す
る
が
、
基
本

計
画
お
よ
び
実
施
計
画
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
国
・
県
が
平
成

2
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
に
基
づ
く
取
り

組
み
に
対
し
、
竜
王
町
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
の
か
を
伺
う
。

国

平

成

お
年
度
か
ら
平
成

幻
年
度
に
か
け
て
必
の
基
本

施
策
か
ら
な
る
前
期
基
本
目

標
基
本
計
画
と

5
つ
の
重
点

分
野
か
ら
な
る
前
期
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
基
本
計
画
と

3

つ
の
人
口
戦
略
に
基
づ
き
施

策
を
展
開
す
る
。

社
会
経
済
情
勢
も
判
断
し

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の

下
で
事
業
展
開
を
行
い
あ
る

程
度
の
評
価
は
で
き
る
と
考

え
る
。

し
か
し
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
道
半
ば
の
段
階

で
あ
り
、
厳
し
く
評
価
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
あ
る
、

総
合
戦
略
の
策
定
へ
、
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ
と
な
く

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

加
え
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
と
の
直
接
対

応
も
実
施
し
て
い
く
。

貨船田ゅヨおヨ
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国安全悲司決避難場開を

園 予算化に取り組む

固

①
防
災
知
識
の
普

及
や
訓
練
の
具
体
的
な
指

導
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
1
次
避
難
場
所
に
つ
い

て
は
住
民
の
人
口
の
割
に

手
狭
な
所
が
あ
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

に
細
分
化
し
た
。
風
水
害
時

.

の
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
沼

箇
所
を
必
箇
所
に
追
加
。
し

か
し
、
世
帯
数
の
多
い
自
治

会
で
は
避
難
所
の
ス
ペ

ー
ス

の
確
保
や
避
難
場
所
と
し
て

の
整
備
が
十
分
で
な
い
地
区

も
あ
る
。
今
後
関
係
自
治
区

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

予
算
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
、
っ
。

国

①
自
助
・
共
助
の
地

域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
活

動
の
推
進
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、

町
消
防
防
災
推
進

員
を
配
置
し
、

各
自
主
防
災

組
織
へ
の
防

災
教
育
や
訓

練
指
導
等
の

具

体

的

な

指
導
に
加
え
、

さ
ら
に
は
各

区
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成

を
行
う
な
ど

可
能
な
限
り

の
サ
ポ
ー
ト

を
行
、
っ
。

②
今
回
の
町

防
災
計
画
で

は
、
各
区
l

箇
所
の
避
難

所
を
風
水
害

時
と
地
震
時

11.欠避難場所の公園(松が~.Ei)

園町イパシ幹事襲位対方るj

檀助金褒当初劇場位三%叱j

園 効果と成果を
しっかりと検証する

固

平
成
刀
年
度
は
町

制

ω周
年
と
い
う
記
念
す

べ
き
年
で
あ
る
が
、
現
在

隔
年
の
開
催
と
な
っ
て
い

る
夏
ま
つ
り
、
ド
ラ
ゴ
ン

ピ
ッ
ク
、
文
化
祭
の
開
催

の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

固

「

自
助
」
「
共
助
」
「
公
助
」

の
考
え
に
基
づ
き
、
住
民
と

の
協
働
に
よ
っ
て
こ
そ
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
、
、
つ
く
り
が
実
現
で
き
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
節
目
の
年
を
町
民
皆

様
と
共
有
し
、
か
っ
、
こ
れ

ら
の
各
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
係

る
補
助
金
の
執
行
を
含
め
た

本
町
各
施
策
の
実
施
に
お
い

て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢

に
対
応
す
る
開
催
方
法
の
検

討
に
向
け
て
、

町
行
政
が
求

め
ら
れ
る
べ
き
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
。
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青年臨調;への支援を2
国量qa夏朝協

青年団は竜王町の貴重な財産!
町の人口問題対策にとって優先順位の高い課題、
重要施策として進める。

園

固

固

団
員
自
ら
の
活
動

や
経
験
は
明
日
の
「
ま
ち

づ
く
り
」
を
担
う
人
づ
く

り
に
つ
な
が
り
、
多
く
の

青
年
団
O
B
の
方
々
が
町

内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

青
年
団
員
は
仕
事
や
授
業

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
限
ら

れ
た
時
間
で
の
活
動
と
な

り
、
自
由
に
使
え
る
拠
点

が
必
要
。

そ
こ
で
、
活
動
の
支
援

と
団
室
更
新
に
つ
い
て
伺

『つ。

固
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
中

心
と
な
る
人
、
つ
く
り
と
し
て
、

青
年
回
と
協
議
を
続
け
な
が

ら
、
支
援
を
継
続
す
る
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
な
ど

を
通
じ
て
、
団
へ
の
理
解
を

深
め
る
。

青
年
団
団
室
に
つ
い
て
は
、

建
築
後
羽
年
以
上
経
過
し
、

老
朽
化
が
激
し
く
耐
震
補
強

対
策
を
進
め
て
い
け
る
施
設

で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

現
施
設
に
つ
い
て
は
室
内
照

明
灯
具
の
点
検
修
繕
な
ど
は

す
る
が
、
長
期
的
に
は
利
用

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

老朽化が著しい青年団事務所(通称:団室)

暢費rr~事震の旦』動の
委豊島哩をラウシドアハウト院

固

普及状況を注視していく園

固

こ
の
交
差
点
は
過

去
に
は
交
通
死
亡
事
故
も

あ
り
改
良
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
が
、
県
道
、
町
道
、

農
道
が
交
差
す
る

6
差
路

で
、
信
号
機
等
の
設
置
も

ま
ま
な
ら
ず
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
道
路
交
通
法
の

改
正
で
{
昼
義
さ
れ
昨
年
9

月
よ
り
全
圏
内
か
所
で
運

用
が
始
ま
っ
た
環
状
交
差

点
(
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
)
に
改
良
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

ラウンドアバウトのイメージ

固

環

状
交
差
点
へ
の
交

差
点
改
良
に
は
、
各
進
入
路

か
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
流
入
量

が
極
端
に
偏
っ
て
い
る
場
合

に
は
適
し
て
い
な
い
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
交
差

点
は
大
型
車
の
通
行
が
あ
る

県
道
か
ら
の
流
入
量
が
極
端

に
多
く
、
複
数
車
線
と
単
車

線
と
が
変
則
的
な
交
差
を
し

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、

環
状
交
差
点
に
よ
る
改
良
に

は
新
た
な
広
い
用
地
も
必
要

で
あ
る
。
今
後
、
普
及
状
況

を
注
視
し
県
、
町
並
び
に
警

察
の

3
者
で
の
検
討
が
必
要
。

宙船田ゅヨおヨ
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(銀糊集ZEE6貧差益
地域葺聞頃襲を提費する

園 地方版総合戦略策定に大切な意見
各集落の活性化手法として重要

固

固

今
年
は
地
方
へ
の

新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
「
地
方
創
生
元
年
」
、

地
方
版
総
合
戦
略
策
定
の

年
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
竜

王
町
で
地
域
活
性
化
事
業

を
推
進
し
て
い
く
基
本
と

な
る
工
リ
ア
は
告
集
落
自

治
会
で
あ
り
、
特
産
品
の

開
発
・
流
通
・
販
売
や
伝

統
文
化
継
承
活
性
化
事
業

な
ど
を
町
が
支
援
し
て
い

く
形
が
理
想
だ
が
、
こ
の

事
業
の
創
設
に
つ
い
て
の

町
の
考
え
は
。

圏

各

集
落
の
地
域
性
を
考

え
全
て
の
集
落
一
斉
で
は
な

く
、
取
り
組
ん
で
い
く
意
向

を
示
さ
れ
て
い
る
集
落
に
対

し
て
積
極
的
に
関
わ
ら
せ
て

J
b
A
hご
丹
ノ
。

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

各
集
落
が
活
性
化
す
る
一
つ

の
手
法
と
し
て
大
変
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
総

合
戦
略
策
定
の
大
切
な
意
見

と
し
て
承
る
。

困

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
状
況
と
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

固
現
在
、

一
名
の
応
募
が

あ
り
選
考
の
結
果
、

四
月

一

日
か
ら
協
力
隊
員
と
し
て
活

動
予
定
。

も
う
一
名
に
つ
い
て
は
継

続
し
て
五
月
末
日
ま
で
募
集

活
動
を
行
う
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、

N
P
O
法
人
「
ふ
る

さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

へ
出
か
け
、
竜
王
町
を
も
っ

と
積
極
的
に

P
R
し
た
い
。

園地域指乙し協力隊の
募集状混邑今後

園 竜王町を積極的にPR

園
地
域

園

地
域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

固

計
画
が
策
定
さ
れ

間
も
な
く
二
年
が
経
過
す

る
が
、
今
日
ま
で
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

固

総
合
相
談
支
援
体
制
の

構
築
に
つ
い
て
は
、
各
相
談

窓
口
の
連
携
強
化
と
住
民
周

知
を
一

層
進
め
る
。

h
F
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

様
子

二
七
年
度
か
ら
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
地
域
福
祉
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
を
設
置
し
、

福
祉
委
員
会
を
中
心
と
し
た

小
地
域
福
祉
活
動
へ
の
支
援
、

地
域
の
ニ

l
ズ
把
握
、
行
政

と
の
連
携
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て

J
b
A
hご
司
ノ
O

園町独自の
外出移動要援第協

園 引き続き
民間事業者を活用

4
N
P
O法
人

外
出
支
援
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
マ
イ
ル
の
送
迎
車
両

理
"
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動 はイ支 固
支竜。ル援
援王に~' N 
策町 対フ D

は独 すン λ
。自るテ 〉
の 支ィ法
外 援ア人
出 内 ス外
移 容マ出

園

町
か
ら
の
補
助
金
は
年

間
切
万
円
。
こ
れ
か
ら
も
事

業
継
続
に
あ
た
り
引
き
続
き

支
援
を
行
、
っ
。

現
在
、

町
独
自
の
外
出
移

動
支
援
の
活
動
は
な
い
が
、

今
後
も
民
間
事
業
者
を
活
用

し
た
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。



国 青少年の健金賛成位(!)fb~T
園 携帯、スマホのルールとマナーを指導

いじめの対策はあらゆる方面から

固

携
帯
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
指
導
状
況
、
い

じ
め
へ
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

園

町
内
小
中
学
校
に
お
け

る
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
所
持
率
は
小
学
生
日

%
、
中
学
生
別
%
。
授
業
で

の
指
導
の
他
、
外
部
講
師
を

ま
ね
い
た
講
演
、

P
T
A
と

も
連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
る
。

竜
王
町
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
4
で
は
、
「
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を

利
用
す
る
時
の
親
子
の
約

束
」
を
提
案
、
宣
言
し
た
。

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
「
竜

王
町
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
い
じ
め
防

止
や
い
じ
め
へ
の
対
応
を
行

っ
て
お
り
、
旦ハ
体
的
に
は
、

い
じ
め
対
応
支
援
員
、
小
一

す
こ
や
か
支
援
員
、
オ
ア
シ

ス
相
談
員
の
配
置
、
町
費
講

師
の
配
置
に
よ
り
き
め
こ
ま

や
か
な
指
導
を
推
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
養
護
教
諭
や
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用

で
子
供
た
ち
の
悩
み
を
積
極

的
に
受
け
止
め
る
体
制
を
作

っ
て
い
る
。

園 固
図
重要

開開
閉it
~固|

占つ)
三宅

土
日
の
開
館
、
毎
週
金
曜

日
の
夜
間
開
館
で
一
定
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
て
お
り
、

ま
た
、
費
用
対
効
果
を
考
え

る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
当
面

祝
日
開
館
の
予
定
は
な
い
。 スマホの利用についてPTAでもE刑彦を

園町道翼翼;の見EZUZつuye
園 町の状況に即した道路網を

検討していく

田

県
道
小
口
川
守
線

は
道
路
幅
も
狭
く
、
一
方

で
並
行
に
走
っ
て
い
る
一

級
路
線
で
あ
る
東
西
線
な

ら
び
に
岡
屋
山
之
上
線
は

町
道
で
あ
る
。
こ
の

2
路

線
は
交
通
量
も
多
く
、
重

要
な
路
線
で
あ
る
。
今
後
、

滋
賀
竜
王
工
業
団
地
が
操

業
開
始
す
れ
ば
、
さ
ら
に

交
通
E

一
里
が
増
え
、
幹
線
道

路
で
あ
る
こ
れ
ら
の
道
路

を
維
持
管
理
す
る
た
め
の

町
の
負
担
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
。
町
道
認
定
や
県

道
へ
の
格
上
げ
を
含
む
、

町
道
の
見

E
し
を
検
討
さ

れ
て
い
る
か
伺
う
。

固

県

で

は

、
滋
賀
県
道
路

整
備
マ
ス
タ
ー
。フ
ラ
ン
に
お

け
る
政
策
目
標
を
実
現
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

に
向
け
、
町
道
を
県
道
に
昇

格
す
る
こ
と
等
道
路
の
機
能

分
類
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
関
係
市
町
と
連
携
し

て
、
県
へ
要
望
し
て
い
く
こ

と
に
加
え
、
継
続
し
て
町
の

状
況
に
即
し
た
道
路
網
環
境

を
検
討
し
て
い
く
。
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た
つ
の
子
議
会
を
傍
聴
し
て

元

竜

王

西

小

教

諭

松

田

宏

(
現
安
土
小
)

こ
の
度
、
子
ど
も
た
ち
が
議
員
と

し
て
参
加
し
た
竜
王
町
た
つ
の
子

議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。議

場
の
厳
か
な
空
気
の
中
で
質
問

す
る
子
ど
も
議
員
の
み
な
さ
ん
の
姿

ぽ
、
議
会
と
い
う
場
に
ふ
さ
わ
し
く

F
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
も
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
今
後

め
産
業
発
展
な
ど
、
竜
王
町
の
た
め

だ
今
議
論
す
べ
き
問
題
を
挙
げ
て
い

庁
、
聞
い
て
い
た
大
人
も
思
わ
ず
領

マ
よ
う
な
内
容
に
私
自
身
も
と
て
も

恵
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ど
の
子
ど
も
議
員
か
ら
も
、

四
H
分
た
ち
竜
王
町
民
の
未
来
を
考
え
、

rり
よ
い
町
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
竜
王
町
た
つ
の
子
議
会
で

ど
も
議
員
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た

王
町
の
更
な
る
発
展
を
、
彼
ら
自

の
手
で
実
現
で
き
る
よ
う
努
力
し

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

竜
王
回
議
会
広
報

今
回
、
初
め
て
子
ど
も
議
会
を
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

の
堂
々
と
し
た
立
派
な
姿
に
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

ロ
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
普
段
身
近
で
感
じ

て
い
る
町
政
へ
の
疑
問
や
要
望
、
ま
た
、

改
善
案
や
提
案
事
項
な
ど
大
人
顔
負
け
の

質
問
で
し
た
ね
。

答
弁
さ
れ
た
方
々
も
、
そ
れ
を
真
剣
に

受
け
止
め
丁
寧
に
分
か
り
ゃ
す
く
答
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

今
の
小
・
中
学
生
が
、
町
政
に
こ
れ
ほ

ど
ま
で
の
関
心
が
あ
る
こ
と
に
大
変
驚
き

ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
貴
重
な
体
験
を
是

非
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
す
ば
ら
し
い
子
ど
も
議
会
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-

発

行

・

竜

王

町

議

会

・
編
集
・
議
会
広
報
特
別
委
員
会

去る 2月に、竹山兵司議員、岡山富男議員が 15年以上の在職と功労により、

全国町村議会議長会表彰を受けられました。

言卜 報
23年余の永きにわたっ

て議員を務められた若井敏

子議員が過日ご逝去されま

した。常に弱者の立場での

発言や議員活動は、多くの

方の支持を得ていました。

議会での一般質問では、執

行部に対して鋭い意見や提

案を熱心にされました。そ

の功績は、今日の 「言論の

府」としての議会の型の構

築に少なからず貢献されま

した。若井敏子氏のご冥福

をお祈りいたします。

若者・子育て世代との懇談会を開催します

‘司E3平成27年5月16日(土)19: 30--
¢翠ID竜王町公民館-・ I住みやすいまちづくりに向けてJ

'
tt

3
月
定
例
会
中
に
開
催
し

主
同
一
た
「
た
つ
の
子
議
会
」
は
、
竜

日
列

王
町
議
会
と
し
て
は
じ
め
て

刻

-
の
子
ど
も
議
会
の
取
り
組
み

ψ
ぺ

で
し
た

o

g
R-

子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
の

碍
巴

学
校
や
地
域
で
の
生
活
を
通

副
回

し
た
子
ど
も
な
ら
で
は
の
視

崎
岬
』
点
で
、
一
竜
王
町
民
と
し
て

将
来
の
ま
ち
を
し

っ
か
り
と

見
据
え
た
質
問
を
し
、
私
た
ち
議

員
も
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
た
つ
の
子
議
会
を
通
し
て
、
大

人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
、
女
性
、
高

齢
者
、
新
し
く
町
内
に
住
ま
わ
れ

る
方
な
ど
、
声
の
大
小
に
係
ら
ず

全
て
の
人
の
声
を
町
政
に
届
け
ら

れ
る
議
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
だ
よ
り
の
紙
面
を

通
し
て
、
議
会
の
取
り
組
み
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
感
想

と
と
も
に
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
ど

う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委

員

長

松

浦

博

副
委
員
長

内

山

英

作

委

員

竹
山
兵
司

岡

山

富

男

古

株

克

彦

一丁

5
2
0
1
2
5
9
2
滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
小
口

3

8
(
0
7
4
8
)
5
8
3
7
1
3
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